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【 本日のプログラム 】 6月18日 「次年度へ向けて」、第7回クラブ協議会 「年度終了にあたり」

【 次回予告 】 6月25日 最終例会挨拶 「一年を顧みて」 会長、幹事

【 第1983回例会】 令和2年2月26日（水） 【 点鐘 】 12時30分

【 移動例会 】 【会場】 帝国ホテル

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 13名(敬称略)

32名 13名 53.57% 66.67% 4名
阿萬、原嶋、橋本、肥田、池澤、入江、石川（達）、
岸、新村、向井、小倉、田井、竹野
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東京ロータリークラブ

祝 100周年

原点に立つと未来が見える

ＰＡＲＴＩＣＩＰＡＴＥ！

竹中康一 会長

卓話 「イニシエーションスピーチ」

「次世代金融への転換」

（株）みずほ銀行 常任顧問

林 信秀 様

「健康づくりは幸せづくり」

ゼリア新薬工業（株）代表取締役会長

兼CEO 伊部 幸顕 様

東京ロータリークラブの誕生 1920年10月

東京ロータリークラブ（ＲＣ）は、米山梅吉と福島喜三次の出会いに始まる。
１９１８年１月、米山は、目賀田種太郎男爵を団長とする財政調査団に加わって渡米。テキサス州ダラス

でダラスロータリークラブ会員の福島喜三次に会い、初めてロータリー運動に接し、大いに心を動かされる。
帰国後、米山は２年余、ロータリー精神と組織の研究に努めた。

当時の日本は、第一次大戦に連合国側として参戦。一時的な景気に沸いたものの、戦後は恐慌に襲われ、
不景気のなかで農民運動や初のメーデーが行われるなど揺れ動いていた。ロータリー精神が容易に受け入れ
られるような状況ではなかったが、米山の熱意は少しも衰えなかった。１９２０年１月には福島も帰国。在
日米国人実業家ウオルター＝ジョンストン(W.L.Johnstone)の応援を得て、具体的な準備作業が進められた。
設立準備会を開いたのは９月１日である。
設立総会は１０月２０日、銀行クラブにジョンストンと賛同の有志１４名（チャーターメンバー２４名中）

を集めて開かれた。総会では初代会長に米山を、幹事に福島、理事に伊東米次郎、樺山愛輔、小野英次郎を
選出。国際ロータリー（当時はロータリー国際連合会と称していた）のシカゴ本部に加盟申込書を送り、翌
年４月承認された。
はじめは会員の選考も厳格で、クラブの記録や通信にも英文が使われた。しかし例会への出席状況は、あ

まりはかばかしくなかったようである。
東京ＲＣは国際ロータリーにより特別代表に任命された福島喜三次とWalter Johnstone並びに米山梅吉の尽
力により、日本で最初に創立された、国際ロータリー直轄のクラブである。
創立時の記録にスポンサークラブの存在は記されていないことを申し添える


